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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 高田元太郎 

ウルグアイのギタリスト、カルレバーロの「カルレバーロ奏法」を直接伝授されたギタリストということで、

日本で活躍されたギタリストです。ただ活動は、ソロよりバンドネオンデュエットやタンゴメンバーとの演

奏会が多いようです。また、フェルナンデスの「ギター達人の道」シリーズの翻訳もされています。 

⚫ アランフェス協奏曲を弾くうえでの秘訣は、この曲は楽譜通りに弾くとあまり効果的でないので、音を

変えています。これは、どのギタリストもやっていることですが。（yakateru:そうなんだ！） 

⚫ カルレバーロは、とても生徒をのせるのがうまかったですね。罪がないというか、無邪気な方でしたね。

純粋無垢な可愛いおじいちゃんのような感じでした。ただ、彼は、コンサートの前になるとすごくナー

バスになる人でした。 

⚫ フェルナンデスは、学者タイプの人で、バロック音楽を演奏する時には、ロバート・ドニントンの本を

渡され、まずこれを読んでからだと言われました。一方、ピエッリは芸術家タイプで、よい音の出し方

や聴衆を魅了する演奏、つまり華の部分を学びました。 

⚫ 南米にいたときはギター三昧でしたが、日本に帰ってきてからはギターをやろうという気にならなくて、

家業の不動産業を手伝い宅建の資格も取りました。 

⚫ カルレバーロのギター教則本は、どのような考えでテクニックや曲を学んでいけばいいかの方法論を書

いたもので、その通りにやれというものではありません。ギターの奏法を体系的にしたのだと考えてい

ます。その意味で「カルレバーロ奏法」という呼称には語弊があると思います。 

⚫ 「カルレバーロのギター演奏法の原理」に「アポヤンドはいらない」と攻撃的なこと書いてありますが、

あれは若気の至り的なところがあり、彼は、アポヤンドも使っていました。ただ、「アポヤンド奏法」と

いう名前が嫌いだったのだと思います。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：中川信隆】 

スペインに渡りイエペスの師事を受けたギタリストの一人です。 

◼ 当時はギターブームで、労音でギター教室の生徒募集をかけたら、たったの 5 分間で 50 名が集まりま

した。ただ、次の月には半分に減り、また 1 か月後にはその半分に減りと、そんな感じでした。 

◼ イエペス先生は、あまり叱らない人でしたし、良くても褒めない。いろんな考え方を教えてもらいまし
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た。手で足りなければ鼻で弾けとか、足で弾けとか。既成概念にこだわるなということです。 

◼ ギターの怖いところは、ヴァイオリンやピアノでは、ミスしても素人にはあまりわからないが、ギター

ではミスするとすぐにわかる。音が多少ビビるだけでもばれる。怖い楽器です。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：基礎からもう一度やり直そうと考えている人向けの教本。12 回

目は、総合編でジュリアーニの「アマリリス変奏曲」を題材に開設しています。 

◼ 「マエストロ養成講座 第 12 回」ジュリアーニの「庭の千草」。テーマと二つの変奏とコーダからなる

曲です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ボサノバの代表曲「イパネマの娘」、ガーシュインの「サマ

ータイム」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 12 回は、ポジション移動について解説しています。 

 

その他、「非和声音のしくみ：二橋潤一」、「ソール・ギターカルテット」紹介、「フェルナンデスのギター達人

への道（第 12 回）」等もあります。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


